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論  文  名 中高ドイツ語の宮廷叙事詩における愛の内面化について 
 本論文は、1200年代初頭の中高ドイツ語叙事詩であるゴットフリート・フォン・シュトラース
ブルクの『トリスタン』と作者不詳の『ニーベルンゲンの歌』をミンネ（愛）の内面化という観
点から考察したものである。全体は７章および序章、終章からなる。 
 序章でまず予備的考察として、ミンネの内面性とミンネの物質性および社会性を対置した上で、
叙事詩と抒情詩のミンネの違いや、キリスト教の影響を概観する。 
 そして第１章から３章では主に『トリスタン』を取り上げ、1180年代前半のフェルデケの『エ
ネアス物語』で肉体的な苦痛を通して愛の強さが表現されるのに対し、1210年頃の『トリスタン』
では可視的に把握しにくい愛が描かれることから、ミンネの内面化が進行したことが主張される。
また媚薬の場面について、研究史上の様々な議論を整理した上で、媚薬を飲む前の愛は無意識的
領域に隠れていたが、媚薬を飲んだ後で心の中の存在として強く意識され内面に根付いて行った
ことが述べられる。また、愛の洞窟の場面について主人公たちが食べ物を摂取せずに愛のみを糧
として生きることができたという「食べ物の奇蹟」を取り上げ、愛の洞窟がランケ以来寺院のア
レゴリーとして理解されてきたことに基づき、ミンネの女神がキリスト教の神になぞらえられて
いると説明し、愛の内面性が強調される。 
 第４章では『トリスタン』と『ニーベルンゲンの歌』をつなぐ観点として「誠実 triuwe」を取
り出し、貴婦人に対する成就しない愛が謳われるミンネザング（愛の歌）において物理的乖離が
愛を弱めないことが『トリスタン』にも当てはまり、また『ニーベルンゲンの歌』のクリエムヒ
ルトがエッツェル王との再婚後も亡きジーフリトを想い、血族への「誠実」を越えて復讐すると
いうことにも内面化した愛を読み取ることができると主張される。 
 第５章から７章では『ニーベルンゲンの歌』を取り上げ、美が個人の資質ではなく社会的価値
を表すことから、クリエムヒルトの「美しくあり続ける」ことへの欲求は社会的な承認への願望
を表すとともに、ジーフリトの刀でハゲネを斬り殺すところに精神的で内面化した愛を見るべき
ことが述べられる。また、登場人物が明瞭に愛を表明しないことにミンネの内面的性格が現れる
一方で、そのような愛の表現の不明瞭さがジーフリトの暗殺でクリエムヒルトの怒りを買わぬだ
ろうとハゲネを誤解させたという新解釈が提示される。また、クリエムヒルトの心理描写の不明
瞭さが原因となって、13世紀初頭の『ニーベルンゲンの哀歌』においてはクリエムヒルトの復讐
劇が肯定的に評価され、13世紀中葉の『ヴォルムスの薔薇園』においては逆に否定的されるとい
う相対立するクリエムヒルト像が流布したという仮説が展開される。 
 本論文は上記の通りミンネ（愛）の内面化という観点で『トリスタン』と『ニーベルンゲンの
歌』を読み解くが、その際、愛の物質的な側面や社会的な側面も十分に考慮し、一面的な議論に
偏することを慎重に避けている。そして何よりも、従来の多様で膨大な研究を整理し、紹介した
上で独自の主張を展開しているため、今後のドイツ中世文学研究への貢献は多大なものがある。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認
められる。 
 
